
 

■ スキー教室を実施しました    ２月 22 日 

３年ぶりにスキー教室を実施する

ことができました。参加した４〜６

年生は全員、初めてのスキー教室で

した。低すぎない気温、最高の雪質、

青空…。これ以上ない絶好のコンデ

ィションでした。学校と異なる場所

での学習でしたが、子どもたちはそ

の時その時のルールをしっかりと守

って活動し、思う存分スキーに親しむことができました。養父市の

誇る大自然の中での本物の体験。子どもたちの充実感にあふれた表情が、その意義を物語っていまし

た。保護者ボランティアの皆さん、インストラクターの皆さん、ロッジの方々、そして子どもたちを

送り出してくださった家族の皆様、様々な方に支えられてスキー教室が無事に実施できました。あり

がとうございました。 
 

■ 令和５年度児童会役員選挙    ３月１日 

いつも八鹿小学校の児童会立会演説会は素晴らしいなと思い

ます。250 名以上の前、大人でも緊張してしまう場面に自ら立ち、

自分の意見を主張します。今回は、令和５年度の高学年となる４

年生と５年生から、なんと 12 名もの立候補者がありました。「次

の八鹿っ子のリーダーを自分に

まかせてください」と言える、挑

戦する勇気を持った勇者たちで

す。立候補者も応援者も、大きな

声で身振り手振りも交えて堂々と話す姿に、とても感心しました。ど

の子の主張も、八鹿っ子の様子をよくふまえたしっかりとした内容で

した。そして、何よりもよく練習したことが伝わってきました。言い

たかったことをすべて伝えられたのではないでしょうか。４月からの

児童会活動がとても楽しみなりました。 

 

トイレ洋式化工事について 
 南校舎の 1 階（職員室前）、２階（音楽室横）の児童用トイレ

を洋式化する工事が行われています。それに伴い、１、２年生

児童は中庭に設置されている仮設トイレを利用しています。子

どもたちと学校施設を利用される皆様にはご迷惑をおかけして

います。ご理解いただきますよう、お願いいたします。 

＊ 仮設トイレには新館１階から出入りしています。 
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【八鹿小学校 HP】 http://yabuboard.ed.jp/youka-es/ 
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〜ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成〜 

壇上に立つ子たちみんなが、立派な
演説をしました。 

7 日には、後期児童会役員からの引き
継ぎが行われました。 

仮設トイレの使い方を聞く 
１年生 
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■ 第３回学校運営協議会を開催しました 

２月 27 日、第３回学校運営協議会を開催しました。委員の皆様には毎回、とても建設的な意見を

いただき、白熱した協議になります。今回は、今年度の学校評価の適切さについてご意見をいただく

とともに、今後の八鹿小学校コミュニティ・スクールの活動について意見交流をしました。 

 

(1) 学校評価について（資料をもとに協議） 

・ 「そうあんくんの日」「ねるねるウィーク」は教職員と保護者のとらえ方に温度差を感じる。学校

から取組の意義を発信し、家庭で定着するまで継続できるよう啓発する必要がある。 

・ 自主学習やお手伝いはこなすだけではなく、発達段階や児童の実態に合わせて「育って欲しい子

ども像」を具体的に児童に提示するとともに、保護者とも共有することが大切だと思う。 

・ 保護者アンケートから、保護者も困っているという様子がうかがえる。保護者もどのように我が

子に関わっていけばいいのか、学校からの発信を期待しているのではないか。 

・ 教職員の資質向上は大きな課題。先生は児童の声を拾い上げ、真摯に向き合う姿勢を持ち続けな

ければならない。 

・ 先生が忙しくなりすぎて、心に余裕がなくなっているのではないか。イライラが子どもに伝わっ

てしまうこともある。メンター制度やカウンセラーを活用し、心の健康を大切にして欲しい。 

・ 指導の仕方・叱り方に工夫が必要であり、児童の前に立つからには、常に笑顔であることが基本

ではないか。 

・ 昨年度に比べ多くの項目で昨年度よりマイナス評価になっている。保護者の期待に十分応えられ

るよう、来年度に向けて更なる努力を期待する。 

(2) コミュニティ・スクールの活動について 

・ ３年生の赤米の栽培、八鹿浅黄の栽培は八鹿地区ならではの取組になっている。また、地域の方

が講師になっているクラブ活動は、児童と触れ合う機会につながっている。 

・ 八鹿小校区の地域素材をカリキュラムにどのように位置づけ、どんな価値づけをすればいいのか

を考えると、いろんな活動が展開できそうである。 

・ 自分達の子どもの頃の活動（朝倉城跡見学・鍛錬遠足・三谷分校の児童との交流・川遊び・栽培

活動・・・）このような本物の体験をさせてやることが大切だと思う。 

・ 赤米の学習で子どもたちの声が聞けるととても元気になる。小佐校区に子どもたちの声が響くよ

うな活動があればありがたい。 

・ ＰＴＡと連携した取組（親子の集い等）になると、親子で体験してもらうことができる。 

・ 中学校のコミスクとの関係も把握しておくと、更に連携がとれた活動ができるのではないか。 

(3) その他 

・ 金銭教育、ふるさと教育、ＡＩの進歩など教育を取り巻く環境はどんどん変化している。取り残
されないよう頑張って欲しい。 
 

忌憚のないご意見を頂戴しました。これらのご意見を糧として、来年度に向けて学校運営を改善し

ていきます。学校運営協議会の皆様、ありがとうございました。 

 

令和４年度卒業証書授与式の実施について 
 卒業式を以下のとおり挙行します。本来であれば来賓、全校生が揃って卒業生の前途を祝福すべ

きところですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、卒業生および４・５年生と保護者の

参加による卒業式となります。 

 

１ 日 時  ３月 23 日(水) ９:00 開式 （＊受付８:15） 

２ 参加者  ６年生とその保護者、４・５年生、教職員、教育委員会職員  

＊来賓は招待しません 

３ その他   

・卒業式当日、１～３年生は休業日となります。卒業式の様子を YouTube 配信する予定ですの

で、１～３年生児童には視聴させていただきますようお願いします。 


